
　6月の当ファンドは、ユニ･チャーム、ヤフー、ニトリなどが主にプラスに貢献しました。ユ
ニ・チャームの株価は4月下旬に発表された好調な本決算および同時に発表された上場子
会社ユニ・チャーム　ペットケア（以下、「ペットケア社」といいます。）に対する公開買付け
開始以降、大幅に上昇しました。公開買付けに関しては、6月の締め切りをもって成立した
ことに伴い、同社は最終的にペットケア社を吸収合併する予定です。同社の株価は2006年
以降継続的に東証株価指数を上回るリターンをあげておりますが、今後の上昇余地につ
いては、現在のポートフォリオにおける他の保有銘柄との比較では相対的に小さくなってき
ていると判断しております。私どもは引き続きグローバルで同社ブランドが浸透することに
よる利益成長が今後も続くと考えますが、株価の割高感から、年初より上昇基調を強める
ような局面においては、一部売却を行っております。
　一方、ファンドにマイナスの影響を及ぼした主な銘柄としては、三井物産、日本電産、キ
ヤノンなどが挙げられます。総合商社である三井物産については、メキシコ湾原油流出事
故に係る賠償責任問題といった個別ニュースが問題視されただけではなく、欧州の信用問
題や中国の景気減速懸念が世界経済の回復ペースを鈍化させるという見方も台頭し、結
果として売られる展開となりました。総合商社の業績にとって世界景気の悪化は悪材料と
なりますが、私どもは総合商社各社が2008年の金融危機を受けて、これまでにないスピー
ド感で緊縮的な経営に舵を切って難局を乗り切った点を評価しています。2010年3月期は
業界全体として2期連続の最終減益を余儀無くされたものの、投資活動を大幅に抑制した
ことで、同社を含め各社とも大幅なフリーキャッシュフローを計上しました。結果として、ほ
ぼ全社について、景気回復局面における投資余力が大幅に改善しています。このため総
合商社各社の経営状態はかつてないほど良好であると現在のところ考えております。
　日本の株式市場が海外と比べて低迷する中、いわゆる新興国関連銘柄については、ア
ジアをはじめとする新興国の経済の好調により、株価は堅調なものも見受けられます。
従って、銘柄選択が非常に重要であったという見方に変わりはありません。
　今後については、G20において各国が財政赤字の削減に取り組むことが確認された結
果、財政出動が見込めなくなり、経済成長にマイナスに影響するのではないかという懸念
が出ております。これまでに言及してまいりました日本の少子高齢化という構造問題を勘
案すれば、金融危機前のような経済成長がすぐに戻ってくるとは考えにくく、慎重なスタン
スを継続する方針です。このような環境の中、相場が軟調な展開になれば、株価が割安な
水準にある優良銘柄に投資できる好機であると捉えております。引き続き徹底したボトム
アップ・リサーチを通じて今後中長期的に利益成長の見込める企業を発掘し、パフォーマ
ンスの向上に全力を尽くしていく所存です。また、日本発のモノづくり技術、省エネ技術、匠
（たくみ）の技などをベースに世界で成長できる可能性の高い企業や、新興国の生活水準
の向上から恩恵を受けることが期待できる企業などへの投資を行ってまいります。

※決算期に収益分配があった場合のファンドのパフォーマンスは、分配
金（税金控除前）を再投資することにより算出される収益率です。従って
実際の投資家利回りとは異なります。

【組入株式　上位10銘柄】

【市場別構成比（％）】

≪ 運用担当者のコメント ≫

※比率は対純資産

基準価額 解約価額 純資産総額

7,002 円 6,981 円 23.57 億円

※設定日前日を10,000として指数化

※比率は対純資産
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【運用実績】 【基準価額および純資産総額の推移】

【信託財産構成比（％）】

【業種別構成比 上位10業種(％）】

※比率は対純資産

※比率は対純資産
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銘柄 業種 比率（%）

楽天 サービス業 4.49

ユニ・チャーム 化学 4.33

三井物産 卸売業 4.07

花王 化学 3.26

住友信託銀行 銀行業 3.17

トヨタ自動車 輸送用機器 3.17

日本電産 電気機器 3.05

宇部興産 化学 2.58

クボタ 機械 2.51

ニトリ 小売業 2.40

比率

株式 97.3

現金・その他 2.7
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東証１部 87.4

東証２部 0.2

ジャスダック 5.2

その他市場 4.5

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取
引法に基づく開示書類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡
ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券
に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落す
る場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て
受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の
対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。
■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆する
ものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のも
のであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証
するものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可な
しに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会
社まで。

ファンドの運用概況

スパークス・アクティブ・ジャパン

販売用資料

※基準価額は、信託報酬等控除後です。

※上記記載のうち、運用実績、基準価額および純資産総額の推移
　以外は当ファンドが投資するマザーファンドに関する情報です。
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①　日本の株式市場全体を主な投資対象とし、積極的な運用により収益機会を機動的に追求します。
　　 ◆わが国の金融商品取引所上場株式を主な投資対象とし、時価総額や業種等の銘柄属性
　　　 にとらわれず、収益機会を機動的に追求します。ベンチマークは設定しません。
　　 ◆『魅力的なビジネスを安く買う』を基本に、ボトム・アップ・リサーチに基づく個別銘柄選択に
　　　 より、今後、利益成長の見込める企業への投資を行います。
②　企業の実態価値と株価の差を重視して投資を行います。
     ◆投資アイデア・投資テーマを構築し、独自の視点から調査活動を策定・実施します。
     ◆企業の実態価値と株価との乖離（バリュー･ギャップ）が大きく、これを解消させる要因・きっかけ
       （カタリスト）が強く期待できる企業に重点的に投資し、少数精鋭のポートフォリオを構築します。
③　スパークス・アセット・マネジメントが運用を行います。

ファンドの特色

投資リスクについて

当ファンドは、マザーファンド受益証券への投資等を通じて、株式および公社債などの値動きのある有価証券に投資し、
有価証券先物取引などを活用することがありますので、基準価額は大きく変動します。従って、金融機関の預金と異なり、
投資元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被
り、投資元本を割り込む場合もあります。主なリスクとしては、下記のものが挙げられます。
リスクの詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
（１）株式投資リスク
 当ファンドは、日本の株式を主要な投資対象としますので、当ファンドへの投資には、株式投資にかかる価格変動等の
様々なリスクが伴うことになります。 当ファンドに組入れられる株式の価格は短期的または長期的に下落していく可能性
があり、これらの価格変動または流動性に予想外の変動があった場合、重大な損失が生じる場合があります。
（2）中小型株式等への投資リスク
当ファンドは、中小型株式等へも投資します。これらの株式は一般的に株式時価総額が小さく、流動性が低いため、
流動性の高い株式に比べ、市況によっては大幅な安値で売却を余儀なくされる可能性があることから、より大きな
リスクを伴います。
（3）派生商品取引のリスク
当ファンドは先物取引などの派生商品に投資することがあります。これらの運用手法は、価格変動リスクを回避する
目的等で用いられることがありますが、実際の価格変動が委託会社の見通しと異なった場合に当ファンドが損失を
被るリスクを伴います。
（4）一部解約による資金流出等に伴うリスク
大量の解約があった場合、保有有価証券を売却しなければならないことがあります。その際には市場動向や取引量
等の状況によって、基準価額が大きく変動することがあります。なお、同じマザーファンドに投資するベビーファンドの
資金流出入の影響を受ける場合があります。
（5）運用制限に伴うリスク
当ファンドの運用は、規制上または社内方針等により売買を制限されることがあります。したがって、これらにより
当ファンドの運用実績に影響が及ぶ可能性があります。
（6）信用リスク
組入れられる株式や債券等の有価証券やコマーシャル・ペーパー等短期金融商品は、発行体に債務不履行が発生あるい
は懸念される場合には価格が下がることもあり、また、投資資金を回収できなくなることもあります。これらは基準価額が下
落する要因となります。

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示
書類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの
上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従っ
て、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割
り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品で
はなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に
基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結
果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料
作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保
証するものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複
写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

マンスリーレポートスパークス・アクティブ・ジャパン

販売用資料 スパークス・アセット・マネジメント株式会社
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ファンド名
商品分類
信託期間
繰上償還

決算日
収益分配

お申込時間

お申込単位

お申込価額
解約のご請求

解約価額

解約代金の
受渡日

お客様にご負担いただく手数料等について
＊下記手数料等の合計額については、お申込金額や
   保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示
   することができません。
【お申込時】
■お申込手数料
   お申込の金額に応じて、下記の手数料率をお申込受付日
   の基準価額に乗じて得た額です。なお、お申込手数料
   と当該手数料に係る消費税等相当額は、お申込金額
   の中から差し引かせていただきます。ただし、収益分配金
   の再投資により取得する口数については手数料がかかり
   ません。
　1億円未満　　　　　 ：3.1500%（税抜3.00%）
　1億円以上5億円未満　 ：1.5750%（税抜1.50%）
　5億円以上10億円未満　 ：0.7875%（税抜0.75%）
　10億円以上　　　　　　 ：0.5250%（税抜0.50%）
※お申込手数料は別に定める場合この限りではありません。
【ご解約時】
■信託財産留保額
   解約請求受付日の基準価額に0.3%の率を乗じた金額
■解約手数料
   なし
【保有期間中】 (信託財産から間接的にご負担いただきます)
■信託報酬
   純資産総額に対して年率1.974%(税抜1.88%)
■その他の費用等
(1)監査報酬、投資信託説明書（目論見書）や運用報告書
    等の作成費用などの諸費用〔純資産総額に対し上限
　  年率0.105%(税込)〕
(2)有価証券売買時の売買委託手数料(ファンドの運用
　　による取引量に応じて異なりますので、事前に料率や
    上限額等を表示することができません)

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書
類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳
細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元
本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む場
合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預
金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払
いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証も
しくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点の
ものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するもので
はありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを
禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

お申込メモ　（お申込の際には投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。）

スパークス･アクティブ・ジャパン
追加型投信／国内／株式
平成16年4月27日から無期限
残高口数が30億口を下回ることとなった場合などには約款所
定の手続きを経たうえで、信託期間の途中で信託を終了（繰
上償還）させていただくことがあります。また、委託会社は信託
期間満了前に、信託期間の延長が受益者に有利であると認
めたときには、受託会社と協議の上、信託期間を延長すること
ができます。
毎年4月26日（休業日の場合は翌営業日）
原則として毎決算時にファンドの基準価額水準、市況動向等
を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額
の場合には、分配を行わないことがあります。
※原則として、収益分配金は税金を差し引いた後、無手数料
で自動的に再投資されます。再投資を停止し、分配金のお受
取りをご希望される場合はお申し出ください。分配金のお受取
りをご希望される場合、販売会社の定める所定の日よりお支
払いいたします。
販売会社で毎営業日お申込いただけます。原則として、お申
込時間は、午後3時までです。当該時間を過ぎた場合は翌営
業日の受付となります。
新規お申込は50万円以上1円単位
追加お申込は1万円以上1円単位
＊お申込単位は別に定める場合この限りではありません。
お申込受付日の基準価額
販売会社の毎営業日に1口単位で解約を請求することができ
ます。お申込時間は、午後3時までです。当該時間を過ぎた場
合は翌営業日の受付となります。
※1顧客1日当たりの解約の金額に制限を設ける場合や一定
の金額を超える解約の請求の受付時間に制限を設ける場合
があります。わが国の金融商品取引所における取引の停止そ
の他やむを得ない事情があるときには、解約請求の受付を中
止させていただく場合があります。
解約請求受付日の基準価額から信託財産留保額を差し引い
た価額
解約受付日から起算して5営業日目からお支払いします。

ファンドの関係法人について

〔お問い合わせ先〕スパークス・アセット・マネジメント株式会社
ホームページ　http://www.sparx.co.jp/　電話番号：03-5435-8200（受付時間：営業日9：00 ～ 17：00）

●委託会社 スパークス・アセット・マネジメント株式会社
　金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第346号
　(加入協会)　(社)投資信託協会　(社)日本証券投資顧問業協会 日本証券業協会
   信託財産の運用指図、受益権の発行等を行います。
●受託会社 住友信託銀行株式会社
   委託会社の指図に基づく信託財産の管理等を行います。なお、信託事務の一部につき日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社
    に委託を行います。
●販売会社 日興コーディアル証券株式会社
　 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第2251号
   （加入協会）　日本証券業協会　（社）日本証券投資顧問業協会　（社）金融先物取引業協会
   ファンドの受益権の募集・販売の取扱い、一部解約請求の受付、一部解約金・収益分配金・償還金の支払いの取扱等を行います。

マンスリーレポートスパークス・アクティブ・ジャパン

販売用資料 スパークス・アセット・マネジメント株式会社

※課税上の取扱いについては投資信託説明書（交付目論見書）
をご覧下さい。
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